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今期スター トして間もなく、会長がご家族の事情で休会 となり、急

邊三度目の会長職を仰せつかりました。

戸惑いながらも、会員のご協力のもと、歴代会長が築かれた奉仕

のレールの上を忙しく、皆様と共に活動して参 りました。

まず「家庭内暴力防止」について、その方向性を話 し合い、報道関係

を通じての地域への周知、そしてカー ドの配付、例会での卓話と「家庭

内暴力防止」一色で始まりました。

と同時に第13回 東 リジョン大会ホステスクラブとして、山口 麗ガ

バナーを始め、東リジョン実行委員のご指導のもと準備が進められま

した。

この5月 ドナ・ウオーカー連盟会長様をお迎えしての、意義ある大会

が滞 りなく運べましたことは、大きな喜びでございます。

会員一同で力を合わせて取 り組んだ、行事の後の充実感は、励みに

なりますと共に会員相互の和が一層深まり大変尊い経験をさせて頂

きました。又、嶋津 智恵子地区理事クラブ訪間の折には、直々にご指

導賜 りまして、緊張した私を温か く励まして下さつたご親切に御礼申

し上げます。

甲府湯田高等学校Sク ラブも、今年で認証20年を迎え、地域への奉

仕活動も地道に定着し、活動致しております。

この度甲府市の社会福祉協議会より、ボランティア普及協力校に指

定されました事は、日頃の奉仕活動が認められた結果と、大変嬉しく

存じております。改めて学校側のご指導に感謝申し上げます。

又、ユースフォーラム山梨4ク ラブ合同予選会に参加し、若者の論文

内容に感動致しましノた。21世紀を担う青少年育成になお一層の貢献を

して参 りたいと思います。

そして婦人栄誉賞には、ボランティア活動一筋のご立派な岸本 千

恵様をご推薦申し上げました。今後の活躍をご期待致します。

今期最後は東リジョン大会でお骨折 り頂 きました会員皆様をねぎ

らう集いに多数ご出席下さり、甲府の夜景を眺めながら、音楽に耳を

傾け、美味しいディナーで楽しい一時を過ごすことが出来ました。

この10ヶ 月間、数々の行事も会員の御援助、ご協力で消化できまし

た事を御礼申し上げ、ご挨拶と致します。
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甲府NHK「 まるまる山梨」のイベントCMに出演 広報・財務委員会

第23回 チャリティーバザーを9月 18日 に開催することをテレビ出演 して県民の

皆様に広 くアピールいたしました。

その日は4時にNHKに 集合し、控え室で担当の局員の指導により1分 間に話す内

容を検討 し、話すスピー ドも何回か練習してからカメラリハーサルをしました。

本番の時は、揃いのソロプチ ミス トと刺繍されたTシ ャツを3人で着て会のこと、
バザーのこと、これからの活動のこと等を話して無事終了しました。

人権女性の地位向上委員会

アメリカ連盟共同プロジェク ト
"家庭内暴力防止キャンペーン"

を継続事業として活動致しました。

特にキャンペーン「一致団結の日」が10月 5日 と

定められて居 りましたので、クラブでソロプチ

ミス ト・ホットライン・カー ドを県福祉プラザに

ご協力をいただき作成し、10月 5日 に甲府市内の

デパー ト・ホテル・会員の病院・医院事業所・ホテ

ル等に設置を依頼 し、現在 も時折出向いては管

理をして居 ります。その他クラブ主催の会合の

折にはティッシュペーパーの中に紫色のカー ドを入れて参集者に配付して居 ります。又理解促進のため県立女

性センター館長古屋繁子先生より山梨県下の女性に対する暴力の実態についての卓話をいただき改めてこの実

状に衝撃を受け、活動の必要性を話合いました。又提唱活動として地方新間にも大きく取 り上げていただきまし

た。これからも家庭内暴力防止キャンペーンの終結にむけて、実態調査を行いつつ、支援、改善活動を行つて参 り

たいと思つて居 ります。
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国際交流卓球大会 国際親善と理解活動委員会

10月 24日 (上 )、 国際交流センターにおいて、留学生フレンドシップパーティーの国際交流卓球大会

が開催されました。当日は多数参加者が集まり、12時からフリーマーケット。14時から卓球大会、その

後フレンドシップパーティーというプログラムで行われました。卓球大会は、毎年行つているので、参

加者が年々増え、今年は25名 の予定が32名 となり、賞品が不足する程でした。

試合は2人づつのペアで、トーナメント方式で試合をしましたが、本格的な早いボールを打つグルー

プもあ り、まるでスポーツ番組

の1シーンのような場面を見 る

事がで きましたc優勝 したチー

ムは、イン ドの親子の方で した

が ,本 当 にうれ しそ うで した。

SI山 梨で、寄付致 しました卓球

台が この様 に皆様のお役 に立

っているという事は、本当に喜

ばしい事 と思います。今後 も国

際交流の輪が益々広がるように、

努力 して行 きたいと思います。

和久園へ掃除機を贈る Sス ポンサーシップ委員会

平成 10年 H月 7日 (土 )午後2時 30分 より、和久園にて、甲府湯田高等学校Sク ラブの会員 とSI山 梨会員 との

懇親会を兼ねた合同奉仕作業が行われ ました.作業の内容は施設の窓拭 き、床掃除等のお手伝いで したが、入

園されているお年寄 りの方々と言葉を交わし乍 ら和気あいあいの内に進められ ました.SI山 梨より寄付 した

掃除機が早速使用され、大いに役に立っている事を大変嬉 しく思いました c

清掃後、和久園、SI山梨で用意 した茶菓子で懇親会を持ちました。上原会長の代理で小宮山房子会員が皆 さ

んの労をね ぎらい、和久園の丸

茂園長からは、生徒達に対して「ホ

ームに入っているお年寄 りのほ

とんどが家族 との交流が無い方

達ばか り…」と云つた現実の老

人問題の厳 しさ等、大変有意義

なお話をしていただきました。

SI山 梨からは6名 、甲府湯田高等

学校からは、菊島先生、矢崎先生

を始め16名 の生徒達が参加しま

した。
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歳入委員会

第23回 チャリティーディナ

ーをH月 13日 、午後6時 30

分より、甲府富士屋ホテルに

妙て、執 り行いました。用意

いたしました五百六十席が満

席になる程の、お客様を迎え

ての開催でした。

例年通 り、テレビ山梨厚生文

化事業団、山梨日日新聞厚生

文化事業団、山梨ボランテイ

ア協会、NHK国 内海外歳末

たすけ合い、山梨共同募金会

の関係の方々をお招きし、そ

れぞれに、寄付をさせていた

だきました。

愛を歌つて四十年、 と銘打 った菅原洋一氏を迎 え、軽妙な トークを交えなが ら大 ヒッ

トした “知 りた くないの" “今日でお別れ" “忘れな草をあなたに" “庭の千草"と 、

次 々に歌いあげられる甘い歌声は、会場の大勢のお客様に充分満足 していただけたと

存 じます
=

れ、絶好め

'囃

夕・ニックロ和でした。足取 りも軽 く、

はなやいだ気分で小石の混ざつた土の道を歩い

てい くと、若葉の香 りにむせ返 りそうな森の向

こうに「国際ソロプチ ミス トの森」と書いた本の

看板が見えてきます。私達は鳥の声を聞き、梢の

上を通る風の音を聞きながら、いつ もの様に草

取 りを始めました。山草の十二単衣やすみれ等

は残して、笹やおおばこを取つて行きます。今年

はたんぽぽも残しました。昭和天皇の「雑草と言

う草は無い」と言うお言葉が頭に浮かびました。

どの草 も1年 1度 は必ず可愛い花を咲かせます。

何れを取るべ き力ν脳みます。秋の清掃の時には、

残すべき山草の図解パンフレット等を配りたいと思います。

ほど良い汗をかいた後は楽しいお弁当です。会員の手料理が並び、おにぎりを頬張る皆の顔が揺れます。12年前

森の完成式の時に此の丘から昇仙峡の森に向けて数組のきじのつがいを話した事が走馬灯の様に頭をよぎりま

す。年に2度の森の清掃活動はクラブにとつては、親睦を兼ねた楽しい活動です。これからもずつと続けて行きた

いと思います。
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「第13回 日本東リジョン大会

ホステスクラブを終えて」

実行委員長 風 間 雅 子

昨年 1月 、有松直前ガバナーより次期 リジョン大会ホステスクラブ

の要請があり、例会に計つて話し合い、不安の中でクラブとして大役

を引き受けることになりました。

そして力不足の私が実行委員長を仰せつかることにな りずっしり
と重荷を感じながら、大会へ向けての準備がスター ト致しました。

第 12回の大会には、ホステスクラブの仕事の様子や大会の運び方な
どを学ぶため、いつもより多 くの会員に出席して頂きました。まず、実

行委員会を作 り、役割分担を決め、リジョンでの準備委員会へ数回に

わたり出席し、直前まで検討してきました。この大会は、出来るだけ経

費を節約し、簡素にして行きたいとのリジョンの要望で、お呈茶席の

代わりにセルフサービス形式のお茶コーナーを設けました。又オープ
ニングは短い時間なのでプレッジソングによる旗手入場のみにしま

した。そして、何よりも嬉しかったことは、山梨クラブが支援している

タイの婦女子職業訓練所で制作しているソロプチミス トの名入 りのT
シャツの販売で思わぬ売上げがあり、収益の30万 円を東 リジョン奉仕
基金へ寄附出来たことでした。又、この大会にアメリカよりお迎えし

たドナー連盟会長にタイのTシ ャツをプレゼントし気に入って頂いた

ことも思い出の一つとなりました。

大会前日は、山梨県から提供して頂いた観光マップと大会要項を入

れた袋詰の作業に心地よい疲労感を覚えたものでした。当日は、役割

分担どうりそれぞれがスタンバイし、SI山梨―芙蓉、韮崎、山梨―南の

協力もあり、会員一丸となってゃ り遂げることができました。この大

会を通じ会員のソロプチミス トに対する意識の高揚があり、そして相

互間のより良い絆になったのではないでしょうか。

こうして無事に大会を終了できたのも、リジョン役員、事務局の皆

様方に惜 しみない御指導を頂いたお陰でございます。又、多 くの姉妹

クラブの会員から励ましやねぎらいの言葉をかけていただき、肩の荷
が下 りた思いでございます。友情に重ねて御礼申し上げます。
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実行委員中村 け さ代

扮鷺 0準1躊
鶴燿3繭諄奪薫鞣ジ醸ン大会

1999年 5月 9日 より3日 間にわ

たる第 13回 日本東 リジョン大

会は私共山梨クラブ38名の会

員 とって忘れ難い思い出とな

りました。

日本東 リジョン大会、ホステ

スクラブの重責を担うことに

なり私共大会実行委員会は永

年にわた り培つてきた奉仕の

精神 と会員相互の友情を頼 り

に只々懸命に準備に邁進する

日々でございました。

いよいよ当日とな り、大会行

事の進行一つ一つが今回は全

部自分たちの責任 として、終

始緊張の連続となりました。
3日 間の行事は無事大過なく終了し全員ほっと致 しましたが、今振 り返ってみますと私の担当致しました会

場係では座席の準備不足で会員に御迷惑をおかけしましたり、また分科会での受付が手間取ったりと各自の

受け持ちでは各々お気付きの点がお有 りだった事と思います。

只、山梨の身贔員ではございませんが、ご好評をいただきました開会式入場の折のテープ、天野宣氏の太鼓
は山梨クラブ認証式の折に演奏していただきまして、京都本部より御出席の故日本本部長千嘉代子様、又故

日本財団理事長千登美子様に大変お喜びいただきお褒めをいただいたとか伺って居 ります。

又御来賓として御挨拶を頂戴致しました山梨県知事天野建様は真に国際ソロプチミス トをご理解頂いてお り
ますお話で 「今後とも真摯なる奉仕の精神をもって活動を続けていかれますように」との心暖まる最高のお

励ましを頂き、私共は山梨クラブの会員である事の誇 りと喜びを感じさせて頂きました。

当クラブも追々と若い世代の方々と交代となりますが私共は国際ボランティア団体として、ソロプチ ミス ト
の精神を逸脱することのないよう、これからも若い方々を暖か く見守り、益々奉仕活動に励み、末長 くクラ
ブの健全なる発展が続きます事を心より願つてお ります。
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御来賓の方々
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司 会 者

連盟会長を囲んで

Tシ ヤツ販売
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特定非営利活動法人
山梨県ボランティア協会

岸 本 千 恵

この度は、国際ソロプチミス ト山梨の例会の席にて栄誉ある賞を賜 り、身に余る光栄に存じます。

まだまだ未熟な私を心にかけて下さいましたことを心より感謝申し上げます。この賞に恥じない

よう、諸先輩のご指導をいただきながら、誠心誠意で前向きに、公私ともに精進してまいりたい

と思ってお ります。

なお、山梨県ボランティア協会に、毎年皆様よりご芳志をいただき、感謝でございます。これか

らも、ともに生きる地域社会をめざして県民ボランティア運動を推進していきたいと存じますの

で、何卒よろしくお願い申し上げます。

貴会のますますのご発展をご祈念申し上げながら、お礼のご挨拶とさせてぃただきます。

:i濃雌懇騒議あ:ザ

ー

竹 内 雪 子

この度はボランティアセンターの方々のご推薦で山梨クラブから賞をいただきまして、

感謝の気持ちでいっぱいです。

自分の子どもが不登校になり、無理解のために子どもを追い詰めてしまつた経験から、

無理に行かせてはいけない、いろいろな生き方や価値観がある。

生きてぃることの大切さなどを学

びました。

誤解や偏見の中で悩み苦しんでい

る親子が休んでいる期間、気持ち

を楽に、また有意義に過ごせばと、

親の会を続けてきました。

これからも不登校を多くの方に理

解してもらえるように、会の皆さ

んと一緒に努力していくつもりで

す。どうも有難うございました。
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NHKイベントCM打ち合わせ(9月 )
'98チ ャリティーバザー大盛況(9月 )

島津地区理事 公式訪問(10月 ) フアンダーガバナーデー(10月 )

国立甲府西病院クリスマス(12月 )

財団年次大会のあと太宰府へ(11月 )

一 H一

Sク ラブ卒業生を送る会(2月 )

111111111



和久園にてSク ラブと懇親会(2月 )
国際交流 ひなまつり(2月 )

創立記念例会 胡弓演奏(4月 )

リジョン大会のひとこま
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ユースフォーラム参加 高校生(6月 )
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役員 ・委員会構成

日本東リジョンSOLT委員長 橘 田 濃 子 教育委員 風 FB5 雅 子

会  長   上 原 桂 子    トレジャラー   高 村 美智子      理  事   遠 藤 富 子

副 会 長   中 村 けさ代     //    中 丸 輝 江       〃    細 田 ふたば

セクレタリー  坂 本 美知子    理  事   入 倉 美奈子

セクレタリー  手 塚 淳 子   〃   矢 崎 京 子

プログラム委員会

委 名 委  員  長 委

経 済 的 社 会 的 開 発

人権/女性の地位向上

国際親善と理解活動

Σ/Sスポンサーシップ

砂 田 治 子

細 田 芯ヽ た ば

三 井 仁 代

中 村 け さ 代

橘 田 嵯 子

飯 島 朱 美

中 込 ま さ ゑ

小宮山 房子 野口 美代子 桐原 もヽじ子 丼上 昌子

雨宮 和子 雨宮 節子 大久保 智子 網倉 千恵子

天野 とき 飯田 節子 成澤 洋子 望月 稲子 遠藤 宮子

秋山 桂子 小倉 n子 手塚 淳子 斉藤 実子

日辺 千枝子 新海 勝子 望月 淑子 刀ヽ富山 美知子

風間 雅子 中丸 輝江 島津 典子

入倉 美奈子 若月 絹子 坂本 美知子 矢崎 京子 高村 美智子

テクニカル委員会

名一貝委 ム 委  員  長 委

規 約 決 議

SOLT

発 展 拡 張

団

　

報

　

席

財

　

広

　

出

成 澤 洋 子

飯 田 節 子

風 間 雅 子

雨 宮 和 子

若 月 絹 子

野 口 美 代 子

望 月 稲 子

島 津 典 子

小倉 玲子 三井 仁代 丼上 昌子 高村 美智子

雨富 節子 桐原 ふじ子 秋山 桂子

田辺 千枝子 橘田 濃子 細田 ふたば 砂田 治子

大久保 智子 坂本 美知子 望月 淑子 広瀬 玲子 遠藤 富子

天野 とき 新海 勝子 矢崎 京子 斉藤 実子

中村 けさ代 網倉 千恵子 小富山 美知子

小富山 房子 手塚 淳子 中込 まさゑ 中丸 輝江

入倉 美奈子 飯島 朱美
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ソロプチミスト警約

私達はソロプチ ミス トとして、 ソロプチ ミス トに

忠誠を誓い

真摯なる友情

偉業達成の喜び

奉仕の尊さ

誠実な職業
,

ETl土愛

等を強調するその理想に忠実に従います i

私達は最善をつ くしてこれ らの理想を促進 し、支持

し擁護 し、家庭、社会、実業界に於て、より大 きな

友情を築き、国家のため、神のために努力致 します。

′ ^0-・ ″ ・ ヽ ・ ″ ・ ヽ ・ ″ ・ ヽ ・
´

●1999年7月   編 集  広報委員会

国際ソロプチミスト山梨事務局
SOROPT:MIST INTERNAT!ONAL OF YAMANASHl

甲府市中央3丁 目H-5 上原桂子方

TEL 055-233-1190
FAX 055-232-8428

●この用紙は再生紙を使用しています●


